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第 2 回「しずぎん起業家大賞」の受賞者が決定 
 

静岡銀行(頭取 中西勝則)では、第 2 回「しずぎん起業家大賞」の受賞者７件を決定しましたので、そ

の概要をご案内します。 

 

１．応募総数  87 件（次世代技術部門 12 件、ニュービジネスプラン部門 42 件、企業革新部門 33 件） 

 

２．受賞企業 

【最優秀賞：副賞 100 万円】 

（１）株式会社マクルウ／富士宮市 代表・安倍雅史氏（次世代技術部門） 

①ビジネスプラン／冷間引抜加工技術によるマグネシウム合金パイプの商品化 

②受賞理由／軽量なマグネシウム合金を使用した福祉機器（杖・車椅子等）の商品化は実現性が

高く、今後、多用途への転用が進むことで、さらなる成長性が期待できる 

（２）松本潤一郎氏／賀茂郡松崎町（ニュービジネスプラン部門） 

①ビジネスプラン／西伊豆古道再生プロジェクト 山伏トレイルツアー 

②受賞理由／創造的でユニークな地域観光の活性化プランであり、今後の地域との連携・貢献に

大いに期待できる 

（３）スマル水産株式会社／焼津市 代表・鈴木章弘氏（企業革新部門） 

①ビジネスプラン／魚の未利用部位を活用した「焼津流スモーク・さかなボーン」の開発 

②受賞理由／魚の骨など「アラ」を使用した斬新な着眼点と、焼津の伝統的加工技術との融合に

より、これまでにない価値を作り上げた有望なプラン 

 

【部門別優秀賞：副賞50万円】 

＜次世代技術部門＞ 

（１）株式会社ANSeeN（アンシーン）／浜松市中区 代表・小池昭史氏  

①ビジネスプラン／高感度Ｘ線検出器モジュールの開発 

②受賞理由／静岡大学発のベンチャー企業。モジュールの高性能化・低コスト化を実現する高い技術力

を持ち、今後大手メーカー等との連携が具体化することで事業の飛躍が期待できる 

（２）ホットチャンバー開発株式会社／富士宮市 代表・増田好之氏 

①ビジネスプラン／アルミホットチャンバーダイカスト機の開発 

②受賞理由／新たな生産機に対する開発への取り組みが、県内の中小製造業の活性化に貢献する

と期待できる 

 

＜ニュービジネスプラン部門＞ 

（１）舘川晴夫氏（静岡市葵区） 

①ビジネスプラン／ハラール認証（イスラム教徒が使用可能）商品の開発・販売 

②受賞理由／留学生からの要望をもとに商品開発した静岡県立大学発ベンチャー。ハラールの他

にも多用なビジネスプランを有しており、将来性が期待できる 

 

＜企業革新部門＞ 

（１）パイフォトニクス株式会社／浜松市東区 代表・池田貴裕氏 

①ビジネスプラン／次世代ホロライト（高指向性ＬＥＤ照明装置）の事業化・開発 

②受賞理由／ＬＥＤ照明装置による新しい付加価値の創造に可能性を感じる。照明装置の汎用性

も高いことから一層の成長が期待できる 



 

 

３．受賞式  平成 26 年 4 月 4 日(金)  

       ※詳細は、決定次第ご案内します 

 

４．応募先に対する今後の支援策 

（１）受賞者の特典・支援策／静岡銀行グループが事業の成長を支援 

①次世代経営者塾 Shizuginship が開催するセミナーや講演会への無料参加(1 年間) 

②東京大井町のビジネスセンター「MICAN(首都圏ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ)」の無料利用(1 年間) 

③成長ステージに合わせて、販路開拓のバックアップ等を随時実施 

（２）全応募者への支援策／「起業家塾」「専門家派遣事業」「事業計画策定セミナー」等のご紹介によ

り、引き続き、新事業の実現に向けた支援を行う 

 

５．第 2 回「しずぎん起業家大賞」の概要 

（１）募集期間／平成 25 年 11 月 20 日(水)～平成 26 年 1 月 20 日(月) 

（２）応募資格／原則として静岡県内に在住する個人、または静岡県内に本社があり、下記基準に該当

する中小企業者等 

①次世代技術部門(創業準備段階から創業 5 年未満) 

～製造業を中心に、小規模ながら次世代技術・先端技術の開発に挑戦する企業 

②ニュービジネスプラン部門(創業準備段階から創業 5 年未満) 

～サービス業を中心に革新性・独創性のあるビジネスプランを持つ企業 

③企業革新部門 

～業歴を問わず、革新的な技術・ビジネスプランをもって新分野進出・業態転換を

図ろうとしている企業 

（３）賞金等／上記３部門を対象とし、７先に総額 500 万円を授与 

（４）審査経緯／静岡銀行グループ役職員および有識者で構成する審査委員会による審査を実施 

①第一次審査(書類審査：1 月下旬)／87 件から 14 件へ絞り込み 

②二次審査(2 月 7 日)／14 件がプレゼンテーションと質疑応答を実施 

③受賞者７件を発表（3 月 3 日） 

 

６．「しずぎん起業家大賞」の目的 

〇新しい時代を切り拓くフロントランナーとして、革新的・創造的な事業に取り組む起業家を顕彰す

る 

〇あわせて、各々の事業プランの実現に向けて、静岡銀行グループがソフト・ハードの両面から支援

し、地域経済の将来を担う存在として、その成長を促進する 

〇従来のビジネスプランから脱皮し、新たな成長を企図する経営革新を図る企業も対象とすることで、

地域経済の活性化につなげる 

〇現在、創立 70 周年記念行事として実施した第 1 回「しずぎん起業家大賞」の全応募者に対し、さま

ざまな形での支援を実施しており、当大賞そのものを新規・創業者に対する支援策として位置づけ、

継続的に取り組むことにより静岡県経済の発展につなげる 


